
令和元年度 第１回 愛媛県渋滞対策協議会 

 

 

日 時：令和元年７月２９日（月）９：３０～ 

場 所：松山河川国道事務所２階 第１，２会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．議 事 

 

（１）これまでの経緯 

（２）最新交通データによる渋滞状況検証 

（３）主要渋滞箇所の見直し（案） 

（４）具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 

（５）道路利用者会議からの要望に対する対応状況 

（６）観光期（ＧＷ）における経路誘導対策の実施状況および効果 

（７）観光期（秋期）における経路誘導対策の実施計画 

 

２．閉 会 

 

 

 配布資料  

・議事次第 

・出席者名簿、配席図 

・（資料－１）愛媛県渋滞対策協議会規約の改訂について 

・（資料－２）愛媛県渋滞対策協議会資料 

・(参考資料－１) 地域の主要渋滞箇所の公表 

・(参考資料－２) これまでの経緯（H24 年度～H30 年度検討概要） 
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愛媛県渋滞対策協議会規約の改訂について 
 

規約の改定① 愛媛県渋滞対策協議会名簿の変更 

・国土交通省四国地方整備局 松山河川国道事務所の役職名を調査課長に変更する。 
・松山市都市整備部の役職名をまちづくりデザイン推進官に変更する。 
（下表の赤字が変更箇所） 

 
表 愛媛県渋滞対策協議会名簿 

機 関 名 役職名 
愛媛大学 大学院理工学研究科 教授 
     〃 准教授 
     〃 助教 
国土交通省四国地方整備局 松山河川国道事務所  所長 

〃  道路部道路計画課   課長 
〃 松山河川国道事務所   副所長（道路） 
〃 〃            事業対策官 
〃 〃      計画課長 
〃 〃      調査課長 
〃 〃      道路管理第二課長 
〃 大洲河川国道事務所  所長 
〃 〃      副所長（道路） 
〃 〃      計画課長 

     〃 〃      道路管理課長 
国土交通省四国運輸局 愛媛運輸支局 総務･企画観光部門 首席運輸企画専門官 
西日本高速道路（株） 四国支社 企画調整課 課長 

〃 四国支社 愛媛高速道路事務所 事務所長 
本州四国連絡高速道路（株） しまなみ今治管理センター 所長 
愛媛県土木部道路都市局 高速道路推進監 
     〃 道路建設課長 
     〃 道路維持課長 
     〃 都市計画課長 
     〃 都市整備課長 
愛媛県警察本部 交通規制課長 
     〃 交通管制管理官 
松山市都市整備部 部長 
     〃 まちづくりデザイン推進官 
新居浜市建設部 部長 

 

 

 

 

資料－１ 



 

 

規約の改定② 愛媛県渋滞対策協議会部会名簿の変更 

・国土交通省四国地方整備局 松山河川国道事務所の役職名を調査課長に変更する。 
（下表の赤字が変更箇所） 
 

表 愛媛県渋滞対策協議会部会名簿 
機 関 名 役職名 

愛媛大学 大学院理工学研究科 教授 
     〃 准教授 
     〃 助教 
国土交通省四国地方整備局  松山河川国道事務所 所長 
      〃 〃     副所長（道路） 
      〃 〃     事業対策官 
      〃 〃     計画課長 
      〃 〃     調査課長 
      〃 〃     道路管理第二課長 

〃 大洲河川国道事務所 副所長（道路） 
      〃 〃     計画課長 
      〃 〃     道路管理課長 
国土交通省四国運輸局 愛媛運輸支局 総務･企画観光部門 首席運輸企画専門官 
愛媛県土木部道路都市局 高速道路推進監 
     〃 道路建設課長 
     〃 道路維持課長 
     〃 都市計画課長 
     〃 都市整備課長 
愛媛県警察本部 交通規制課長 

     〃 交通管制管理官 
松山市都市整備部 道路管理課長 
     〃 都市・交通計画課長 
 

 



 

 

愛媛県渋滞対策協議会  規約（案） 
（名  称） 

第１条  本会は、愛媛県渋滞対策協議会（以下「協議会」という）と称する。 
 
（目  的） 

第２条  協議会は、愛媛県における交通渋滞を解消し、円滑な交通流を確保するた

め、施設整備計画及び輸送効率の向上や、交通需要の時間的平準化等の交通

マネジメント施策等の計画の策定・推進及びフォローアップを行うことを目

的とする。 
 
（調整事項） 

第３条  協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について検討を行う。 
（１）渋滞箇所とその原因の把握 
（２）渋滞対策に関する意見調整 
（３）渋滞箇所の解消に向けた計画及び対策の策定及び公表 
（４）策定した計画のフォローアップ 
（５）その他 

 
（構  成） 

第４条  協議会は、愛媛大学、国土交通省四国地方整備局道路部、国土交通省四国

地方整備局松山河川国道事務所、国土交通省四国地方整備局大洲河川国道事

務所、国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局、西日本高速道路（株）、本州四国

連絡高速道路（株）、愛媛県警察本部、愛媛県、松山市、新居浜市及び議長が

必要と認める機関の議員により構成する。 
 

（協 議 会） 
第５条 １ 協議会には議長を置き、議長は国土交通省四国地方整備局松山河川国道

事務所長とする。 
２ 議長は、協議会を総括し、協議会を招集する。 
３ 議長に事故等があるときは、議長があらかじめ指名したものが、その職

務を代行する。 
４ 協議会の構成は、別表－１のとおりとする。ただし、必要に応じ議長が

指名するものを議員又はオブザーバーとして参加させることができる。 
 
（部  会） 

第６条 １ 協議会の中に協議会の承認により部会を設けることができる。 
    ２ 部会には、部会長を置き、部会長は松山河川国道事務所長とする。 

３ 部会の構成は、別表－２のとおりとする。ただし、必要に応じ部会長が

指名するものを部会員として参加させることができる。 
      ４ 部会長は、部会を統括し、部会を招集する。 
      ５ 事務局は、愛媛県土木部道路都市局道路建設課、国土交通省四国地方整

備局松山河川国道事務所計画課に置く。ただし、必要に応じ部会長が指名

するものを事務局として置くことができる。 
 
 



 

（事 務 局） 
第７条  事務局は、国土交通省四国地方整備局松山河川国道事務所計画課、愛媛県

土木部道路建設課に置く。 
 

（細  則） 
  第８条  この規約に定めるものの他、協議会に必要な事項は、協議会に諮って定め

るものとする。 
 
（附  則） この規約は、平成５年６月２３日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成６年８月１１日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成９年８月２１日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成１２年９月６日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成１３年７月１０日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２１年７月２８日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２２年１月 ７日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２２年３月２４日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２２年１１月５日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２４年７月１７日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２５年６月２４日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２７年３月２６日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２８年４月２８日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２８年８月３１日から施行する。 
（附  則） この規約は、平成２９年８月 １日から施行する。 
（附  則） この規約は、令和 元 年７月２９日から施行する。 
 
 



 

愛媛県渋滞対策協議会名簿 別表－１ 

機 関 名 役職名 
愛媛大学 大学院理工学研究科 教授 
     〃 准教授 
     〃 助教 
国土交通省四国地方整備局 松山河川国道事務所  所長 

〃  道路部道路計画課   課長 
〃 松山河川国道事務所   副所長（道路） 
〃 〃            事業対策官 
〃 〃      計画課長 
〃 〃      調査課長 
〃 〃      道路管理第二課長 
〃 大洲河川国道事務所  所長 
〃 〃      副所長（道路） 
〃 〃      計画課長 

     〃 〃      道路管理課長 
国土交通省四国運輸局 愛媛運輸支局 総務･企画観光部門 首席運輸企画専門官 
西日本高速道路（株） 四国支社 企画調整課 課長 

〃 四国支社 愛媛高速道路事務所 事務所長 
本州四国連絡高速道路（株） しまなみ今治管理センター 所長 
愛媛県土木部道路都市局 高速道路推進監 
     〃 道路建設課長 
     〃 道路維持課長 
     〃 都市計画課長 
     〃 都市整備課長 
愛媛県警察本部 交通規制課長 
     〃 交通管制管理官 
松山市都市整備部 部長 
     〃 まちづくりデザイン推進官 
新居浜市建設部 部長 



 

愛媛県渋滞対策協議会部会名簿 別表－２ 

機 関 名 役職名 
愛媛大学 大学院理工学研究科 教授 
     〃 准教授 
     〃 助教 
国土交通省四国地方整備局  松山河川国道事務所 所長 
      〃 〃     副所長（道路） 
      〃 〃     事業対策官 
      〃 〃     計画課長 
      〃 〃     調査課長 
      〃 〃     道路管理第二課長 

〃 大洲河川国道事務所 副所長（道路） 
      〃 〃     計画課長 
      〃 〃     道路管理課長 
国土交通省四国運輸局 愛媛運輸支局 総務･企画観光部門 首席運輸企画専門官 
愛媛県土木部道路都市局 高速道路推進監 
     〃 道路建設課長 
     〃 道路維持課長 
     〃 都市計画課長 
     〃 都市整備課長 
愛媛県警察本部 交通規制課長 

     〃 交通管制管理官 
松山市都市整備部 道路管理課長 
     〃 都市・交通計画課長 
 





































7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

13.2 11.9 13.4 13.9 14.4 17.0 18.7 15.7 18.4 16.2 11.9 16.9

19.6 19.4 18.5 16.3 16.7 13.3 15.2 15.2 17.0 17.9 16.8 17.9

10.9 8.9 10.4 10.8 9.6 11.6 12.7 13.1 11.4 11.0 8.6 9.0

19.8 16.4 11.5 11.3 9.6 9.4 9.7 10.5 11.3 10.8 10.4 12.7

75% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 83%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 100% 92%

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 94%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 100% 100%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

15.1 14.4 12.5 16.8 13.7 15.0 14.4 12.0 13.6 14.1 11.6 10.0

27.0 14.8 17.3 13.3 13.1 14.2 14.3 14.5 14.6 13.0 12.7 10.3

17.9 14.6 17.8 19.7 16.5 17.8 14.7 17.4 15.8 12.0 10.6 11.2

19.8 17.8 17.2 17.1 18.2 14.6 15.8 16.0 14.6 10.6 9.3 13.2

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 88%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 67% 83%

92% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 85%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 92% 83%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

18.1 16.1 19.3 20.7 18.8 17.1 18.2 17.9 17.3 17.6 13.9 15.4

22.8 22.1 20.3 20.9 18.1 20.2 18.4 17.9 17.2 18.2 15.6 18.6

15.2 15.6 16.4 17.2 15.4 16.9 15.3 17.0 16.3 17.1 13.5 14.7

21.6 22.1 16.4 15.3 17.8 16.1 15.9 13.7 17.0 16.4 15.5 19.2

67% 83%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 54%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 75% 67%

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 81%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 67% 100%

３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～（一）和気衣山線～

○渋滞対策の実施により、県道の旅行速度の改善が見られる区間もあり、一定の効果は得られているが、両交差点ともに主要渋滞

箇所の解除基準に該当しないため、今後も渋滞状況の検証を継続する。

解除基準に該当しない時間帯

■20.久万ノ台交差点の解除基準への該当状況（北側流入部）

■20.久万ノ台交差点の解除基準への該当状況（南側流入部）

■17.衣山交差点の解除基準への該当状況（北側流入部）

■17.衣山交差点の解除基準への該当状況（東側流入部）

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

16.7 19.4 18.2 20.2 20.0 21.0 18.3 18.1 16.3 17.8 16.9 16.2

24.3 22.7 21.3 19.5 20.7 15.8 19.8 19.7 17.6 17.4 17.4 20.7

14.3 14.2 10.9 9.8 10.3 8.9 9.0 8.6 9.3 10.4 10.5 7.4

11.2 14.8 12.9 11.3 9.8 9.7 9.5 10.5 8.5 8.8 8.5 9.2

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 50%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 67% 50%

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 100%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 100% 100%

選定時 ：（民プロ）H24.3～H24.9
対策実施後：（ETC）H30.4～H31.3

衣山交差点

久万ノ台交差点

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

■久万ノ台交差点・衣山交差点の位置図

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）
のいずれかの時間帯において、旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ
渋滞発生頻度が50％（90分）以上生じていない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下
かつ渋滞発生頻度が50％ （360分）以上生じていない箇所。

＜主要渋滞箇所の解除基準＞

旅行速度
渋滞発生頻度

【
凡
例
】

：20km/h以下

：50%以上

：20km/h超
：50%未満

：データなし

：データなし

主要渋滞区間

渋滞判定方向
（選定時）

【凡例】
主要渋滞箇所

H25.1～H31.3に
整備が完了した
事業

わ け き ぬ や ま

く ま の だ い

きぬやま

わ け き ぬ や ま
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３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～松前町役場入口交差点～

○松前町役場入口交差点は、東側流入部に右折レーンが無く、右折車滞留による走行阻害が課題であったため、Ｈ30.4.3に「右折

レーン」を設置した。

○松前町役場入口交差点の東側流入部における旅行速度を対策の実施前後で比較した結果、平日・休日ともに「平均約2～3km/h」

向上した。

松前町役場入口
交差点

右折レーン設置

至
砥
部
町

至 伊予市

至 松山市

至
松
前
町
役
場

（一）八倉松前線

写真①

松前町役場入口交差点

交差点改良

写真①：東側流入部

対策前 対策後

右折レーンの設置

：対策前 ：対策後 対策実施前：（ETC）H29.4～H30.3
対策実施後：（ETC）H30.5～H31.3

■交差点東側流入部の旅行速度の変化（対策前後）

平均 約2km/h向上！ 平均 約3km/h向上！

平日 休日
松前町役場

入口交差点
（H30.4.3）31756

伊予横田駅

JR
予

讃
線

松前駅

伊
予

鉄
郡

中
線

余戸南IC

E56

古泉駅

岡田駅

ま さ き ち ょ う や く ば い り ぐ ち

まさきち ょ うや く ば

いりぐち

や く ら ま さ き
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7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

28.6 29.6 26.6 27.7 25.2 26.5 25.4 27.5 27.7 26.4 25.0 28.3

28.9 28.3 25.8 26.9 26.3 24.2 27.1 27.4 25.7 25.0 23.0 26.7

25.5 28.2 26.7 26.8 26.4 26.5 26.3 26.0 24.8 25.0 24.2 24.9

30.8 30.1 27.7 26.1 25.4 24.1 23.9 23.9 22.3 23.0 22.6 24.2

0% 0%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 0%

0% 0%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 0%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

23.0 23.8 21.8 19.7 20.6 24.3 22.2 21.9 22.1 21.0 19.6 20.1

24.1 24.6 20.6 18.2 18.4 17.9 17.1 17.7 18.0 18.6 18.5 19.2

21.9 23.7 22.6 22.2 22.5 22.1 22.2 22.4 23.7 23.0 20.0 22.0

26.8 26.5 21.1 19.6 18.1 17.9 19.3 19.2 19.2 19.2 17.6 20.8

17% 42%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 71%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 8% 25%

0% 17%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 65%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 0%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

20.5 22.8 22.2 21.5 21.3 19.7 22.4 18.5 20.4 18.6 23.0

21.5 19.7 20.7 18.8 21.8 16.8 20.1 19.9 21.0 19.0 15.6 14.8

22.7 21.4 20.3 18.4 19.9 19.5 18.6 18.7 18.6 19.9 18.0 16.6

23.0 20.8 16.7 18.8 16.0 10.7 17.6 18.1 15.4 14.4 15.1 14.2

50% 58%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 50%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 8% 33%

58% 75%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 83%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 33% 50%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

28.1 30.4 30.0 17.1 22.6 26.3 22.5 25.4 20.4 26.2 20.4 24.8

26.9 32.8 23.6 20.6 19.2 17.7 13.8 10.7 11.4 19.9 18.9 24.3

29.3 27.0 26.5 22.7 25.4 26.1 26.6 24.8 23.8 27.6 25.9 26.3

34.5 30.4 27.6 23.2 19.1 22.6 21.6 22.0 21.8 20.6 23.9 29.4

17% 25%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 44%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 8% 33%

0% 0%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 8%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 8%

３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～松前町役場入口交差点～

○渋滞対策の実施により、東側流入部の旅行速度が向上するなど、一定の効果は得られているが、他の流入方向において主要渋滞

箇所の解除基準に該当しないため、今後も渋滞状況の検証を継続する。

解除基準に該当しない時間帯
選定時 ：（民プロ）H24.3～H24.9
対策実施後：（ETC）H30.5～H31.3

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（北側流入部）

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（南側流入部）

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（西側流入部）

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（東側流入部）

松前町役場入口
交差点

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

■松前町役場入口交差点の位置図

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）
のいずれかの時間帯において、旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ
渋滞発生頻度が50％（90分）以上生じていない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下
かつ渋滞発生頻度が50％ （360分）以上生じていない箇所。

＜主要渋滞箇所の解除基準＞

旅行速度
渋滞発生頻度

【
凡
例
】

：20km/h以下

：50%以上

：20km/h超
：50%未満

：データなし

：データなし

主要渋滞区間

渋滞判定方向
（選定時）

【凡例】
主要渋滞箇所

H25.1～H31.3に
整備が完了した
事業

ま さ き ち ょ う や く ば い り ぐ ち

や く ら ま さ き

ま さ き ち ょ う や く ば い り ぐ ち
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３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～御殿内橋東交差点～

御殿内橋東交差点

解除基準に該当しない時間帯
選定時 ：（民プロ）H24.3～H24.9
対策実施後：（ETC）H30.5～H31.3

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

30.1 17.0 8.2 6.7 8.2 7.6 9.6 7.8 9.2 12.4 11.3 13.9

8.7 15.4 10.5 9.0 11.9 10.5 5.1 7.5 7.7 12.5 10.7 10.4

21.9 9.3 14.2 8.7 7.5 14.0 5.1 5.1 5.2 7.6 5.4 6.5

11.5 5.1 9.8 10.9 3.4 12.8 15.5 5.0 4.2 7.6 4.9 11.7

92% 75%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 73%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 17% 75%

92% 58%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 58%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 42% 92%

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（東側流入部）

○御殿内橋東交差点は、南北方向の国道からの交通が多いなか、従道路側の混雑が課題であったため、交差点の信号現示の調整

（南北方向の青時間４秒を東西方向に分配）を実施した。

○渋滞対策の実施により、旅行速度の改善は若干見られるものの、主要渋滞箇所の解除基準に該当しないため、今後も渋滞状況の

検証を継続する。

※）東側流入部以外は、選定時・最新データともに非渋滞判定

■信号現示の変更内容

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）のいずれかの時間帯
において、旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ渋滞発生頻度が50％（90分）以上生じて
いない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下かつ渋滞発生頻度
が50％ （360分）以上生じていない箇所。

＜主要渋滞箇所の解除基準＞

旅行速度
渋滞発生頻度

【
凡
例
】

：20km/h以下

：50%以上

：20km/h超
：50%未満

：データなし

：データなし

■御殿内橋東交差点の位置図

御殿内橋東
交差点

31756

31756

317378
E56

宇和島北IC

吉田港

交差点方向から東側流入部を望む

変更前：H22.9.30

変更後：H30.4.26

主要渋滞区間

渋滞判定方向
（選定時）

【凡例】
主要渋滞箇所

H25.1～H31.3に
整備が完了した
事業

サイクル長

110秒

車両現示

（変更後）

２φ

現　示

１φ

2

青 黄 赤 青 黄 赤

58 3

54
(-4)

3 2
46
(+4)

3

車両現示

（変更前） 2 42 3 2

愛媛県

高知県

宇和島市

E56

ご て ん う ち ば し ひ が し

ごてんうちばしひがし

ごてんうちばしひがし

- 19 -



5 6
10 9

11
7 7

10 9
6 6 6

9
12

10
13

16
13 11 12

8

13
11 11

0

10

20

30

40

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

旅
行

速
度

(k
m
/
h
)

12 11
14

12 13 11 10

16
11

5
9

1312
14

11
14

15 14 14
11

15
10

13
16

0

10

20

30

40

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

旅
行

速
度

(k
m
/
h
)

３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～高岡交差点～

○高岡交差点は、南北方向からの右折交通が多いなか、右折レーンが無く、右折車滞留による走行阻害が課題であったため、

Ｈ30.6.29に交差点の北側流入部に「右折レーン」を設置した。

○高岡交差点の北側流入部における旅行速度を対策の実施前後で比較した結果、平日休日ともに「平均2～4km/h」向上した。

○右折レーンの設置により右折車滞留による走行阻害がなくなり、30km/h以上で走行可能な範囲が拡大した。

写真①：北側流入部

対策前

対策後

右折レーンの設置

■交差点 北側流入部の旅行速度の変化（対策前後）

平日 休日

平均 約4km/h向上！ 平均 約2km/h向上！

対策実施前：（ETC）H29.4～H30.3
対策実施後：（ETC）H30.7～H31.3

：対策前

：対策後

高岡交差点

交差点改良

写
真

①

高岡交差点
（H30.6.29）

31756

317196

松山空港

余戸南IC

松山駅

JR
予

讃
線

対策実施前：（ETC）H30.3 平日7時～19時
対策実施後：（ETC）H31.3 平日7時～19時
※高岡交差点の北側流入部を南下する車両のうち、
直進車と左折車を対象に集計

0% 20% 40% 60% 80% 100%

180～200m

160～180m

140～160m

120～140m

100～120m

80～100m

60～80m

40～60m

20～40m

0～20m

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200m

180m

160m

140m

120m

80m

60m

40m

：10km/h以下速度 ：10km/h～20km/h
：20km/h～30km/h ：30km/h～40km/h
：40km/h～

■北側流入部交差点付近の
直進車と左折車の距離別旅行速度の変化（対策前後）

対策実施前 対策実施後

速
度
30km

/h

以
上
で
走
行
可
能
な
範
囲

右
折
レ
ー
ン

旅行速度30km/h以上で走行可能な
範囲が拡大！

速
度
30km

/h

以
上
で
走
行
可
能
な
範
囲

た か お か

たかおか
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7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

10.1 10.5 13.6 11.5 11.4 10.5 12.3 13.9 11.2 12.5 8.5 8.2

15.3 15.6 13.1 11.8 11.7 10.3 14.3 14.1 11.3 12.2 8.7 12.0

8.9 12.0 9.7 13.3 15.7 12.8 11.4 12.3 8.5 13.4 10.8 11.1

12.2 14.2 10.8 13.5 15.4 13.7 14.3 11.0 15.0 10.5 13.4 16.0

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 100% 100%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 92% 100% 100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 92%

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 98%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

20.8 16.4 17.4 16.0 17.5 19.3 16.5 14.8 13.1 16.7 12.9 13.5

23.9 22.7 23.7 21.5 22.5 20.4 15.6 14.5 17.4 15.2 12.2 13.8

22.1 11.5 13.8 15.2 15.4 17.1 15.4 14.3 13.7 13.1 14.8 14.7

19.3 22.4 14.5 15.3 16.2 15.6 15.2 15.9 15.7 14.4 13.9 15.8

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 83% 100%

100% 92%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 40%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 83% 67%

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 83%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

32.3 28.9 29.3 29.6 28.5 33.6 30.1 29.2 28.4 28.8 24.3 29.0

40.9 35.3 32.4 32.4 31.3 31.1 32.6 33.8 32.7 32.3 31.1 34.8

30.0 25.3 25.9 26.8 26.4 29.8 24.8 26.3 27.1 26.8 22.8 22.2

31.6 28.2 30.0 25.7 28.3 27.0 30.0 28.5 28.3 29.4 27.7 26.7
休日

旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 0%

0% 0%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 0%

0% 8%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

19.9 21.9 22.8 22.2 23.5 25.0 22.8 21.1 20.0 20.6 19.4 22.5

31.4 28.4 28.5 28.6 27.8 25.1 25.2 27.2 27.2 25.7 24.0 25.0

18.5 18.6 21.4 20.8 21.2 21.3 22.0 20.6 20.5 19.3 18.7 20.2

24.5 27.5 26.6 26.0 23.5 21.9 22.4 23.1 23.1 23.0 21.2 23.3

17% 83%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 4%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 50% 0%

25% 25%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 25% 0%

■高岡交差点の位置図

３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～高岡交差点～

高岡交差点

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（北側流入部）

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（南側流入部）

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）
のいずれかの時間帯において、旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ
渋滞発生頻度が50％（90分）以上生じていない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下
かつ渋滞発生頻度が50％ （360分）以上生じていない箇所。

＜主要渋滞箇所の解除基準＞

旅行速度
渋滞発生頻度

【
凡
例
】

：20km/h以下

：50%以上

：20km/h超
：50%未満

：データなし

：データなし

18

解除基準に該当しない時間帯
選定時 ：（民プロ）H24.3～H24.9
対策実施後：（ETC）H30.7～H31.3

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（西側流入部）

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（東側流入部）

主要渋滞区間

渋滞判定方向
（選定時）

【凡例】
主要渋滞箇所

H25.1～H31.3に
整備が完了した
事業

○渋滞対策の実施により、交差点部を先頭にした右折車滞留による走行阻害の影響は改善し、一定の効果は得られているが、主要

渋滞箇所の解除基準に該当しないため、今後も渋滞状況の検証を継続する。

た か お か

たかおか

と べ い よ ま つ や ま
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３．主要渋滞箇所の見直し（案） ～新居浜バイパス～

○Ｈ30.12.26に新居浜バイパスの4車線化により、国道11号（東西方向）の旅行速度は大きく改善した。

○主要渋滞箇所の解除基準に該当しない従道路側は、旅行速度の改善は見られないが、今後、現地調査を行い、渋滞の有無を確認

する。

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）のい
ずれかの時間帯において、旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ渋滞発生頻
度が50％（90分）以上生じていない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下かつ
渋滞発生頻度が50％ （360分）以上生じていない箇所。

＜主要渋滞箇所の解除基準＞

旅行速度
渋滞発生頻度

【
凡
例
】

：20km/h以下

：50%以上

：20km/h超
：50%未満

：データなし

：データなし

■ 93.昭和シェル新居浜西前交差点の解除基準への該当状況（南側流入部）

■ 84.萩生交差点の解除基準への該当状況（北側流入部）

※）上記の従道路側の流入部以外は、選定時・最新データともに非渋滞判定

■新居浜バイパス４車線化による東西方向の速度変化

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

19.5 10.6 9.9 8.0 9.5 9.6 9.6 7.2 8.0 7.0 8.8 7.2

8.3 13.4 7.3 10.4 10.4 10.8 9.4 8.3 8.2 6.6 7.5 13.8

11.9 14.8 8.7 11.8 11.3 8.9 7.8 8.2 10.4 8.5 8.4 9.7

21.4 13.9 12.1 12.3 10.2 12.1 9.4 11.5 9.7 9.4 11.5 10.2

100% 92%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 81%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 67% 92%

92% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 88%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 67% 92%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

14.0 30.4 11.8 24.8 12.1 11.2 11.6 11.9 9.1 4.5 7.4

15.1 11.7 8.9 9.3 13.2 10.3 14.2 11.2 7.4 9.4 10.5 8.4

13.3 10.2 9.3 10.9 12.9 13.3 14.0 12.0 11.8 11.2 9.2 12.2

12.5 19.2 14.3 13.2 22.2 14.4 15.5 13.5 12.5 10.3 11.8 9.6

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 75%

H30年
（対策

実施後）

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 92% 92%

83% 83%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 71%

時期 平休別 指標
時間帯

H24年
(選定時)

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 8% 25%

解除基準に該当しない時間帯

選定時 ：（民プロ）H24.3～H24.9
対策実施後：（ETC）H31.1～H31.3

上
り

60

7
時
～
10
時

（km
/
h
)

50

40

30

20

10

0

昭和シェル新居浜西前
交差点

萩生交差点

日産新居浜

萩生店前交差点

：開通前 平均旅行速度

：開通後 平均旅行速度

ETC2.0データ（7:00～10：00の平均値）
開通前：H30.10.22(月)～H30.10.26(金)の平日5日間
開通後：H31.1.7(月)～H31.1.11(金)の平日5日間

主要渋滞区間

渋滞判定方向
（選定時）

【凡例】
主要渋滞箇所

H25.1～H31.3に
整備が完了した
事業

60

50

40

30

20

10

0

下
り

最大約29(km/h)
向上

最大約22(km/h)
向上

新居浜バイパス拡幅部
(Ｈ30.12.26 4車線化)

愛媛県

高知県

新居浜市

に い は ま

しょうわ に い は ま に し ま え

に っ さ ん に い は ま

はぎゅうてんまえ

はぎゅう

に い は ま
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４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定

- 23 -



○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、松山市中心部周辺等では、松山外環状道路インター線や空港線側道部などが整備された。

○令和元年度は、国道196号 消防局前交差点の車線運用の変更および信号現示の調整が予定されており、主要渋滞箇所の交通渋滞

の緩和が期待される。

○また、市内を通過する交通が多く残存する状況が見られるため、松山外環状道路（インター東線、空港線高架部、空港線先線）

等の整備を推進することで、主要渋滞箇所からの除外を目指していく。

E56

E11

■令和元年度対策予定の道路整備

具体対策
整備
年度

国道196号
（消防局前交差点：車線運用変更＋信号現示調整）

R1

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～松山市中心部周辺・砥部町・松前町～

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

至 今治市 消防局前
交差点

至 伊予市

対策前：左折車線
対策後：左折直進車線

+左折矢の廃止

今年度事業により渋滞緩和が期待される箇所
対象事業

車線運用変更
+信号現示調整（左折矢印撤去）

10 消防局前交差点

主要渋滞箇所名

愛媛県

高知県

松山市中心部周辺・
砥部町・松前町
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愛媛県

高知県

伊予市

○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、伊予市では、国道56号の伊予跨線橋の４車線化（H28.3.15開通）が整備された。

これにより、２箇所の主要渋滞箇所が平成28年度に解除された。

E56

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～伊予市～

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

117.伊予警察署前交差点

116.上吾川交差点

H28解除

H28解除
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愛媛県

高知県

今治市
E76

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～今治市～

○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、今治市では、(都)学校線（H27.3.31開通）が整備された。

○また、市内中心部における交通集中が見られるため、今治道路等の整備を推進することで、主要渋滞箇所からの除外を目指して

いく。

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用
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○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、西条市では、(市)船屋王至森寺線（H27.2.6開通）、国道11号 西条IC交差点（右折車線のカラ

ー化：H28.8.4完了）、(主)壬生川新居浜野田線（信号現示の調整：H29.1.29完了）が整備された。

○ (市)船屋王至森寺線の開通により、２箇所の主要渋滞箇所が平成27年度に解除された。

○平成31年度は、(市)古川玉津橋線が整備完了したほか、令和元年度は、飯岡交差点及び西条市古川甲61前交差点で信号現示の調整

が予定されており、主要渋滞箇所の交通渋滞の緩和が期待される。

○また、国道11号・（主）壬生川新居浜野田線（東西方向）における交通集中が見られるため、（都）喜多川朔日市線等の整備を推

進することで、主要渋滞箇所からの除外を目指していく。

愛媛県

高知県

西条市

E76

E11

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～西条市～

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図
（国土基本情報）を利用

96.理容高橋前交差点

H27解除

97.福武沢交差点

H27解除■平成31年度対策済・令和元年度対策予定の道路整備

具体対策 整備年度

(市)古川玉津橋線 開通 H31済
国道11号（飯岡交差点：信号現示調整） R1

（主）壬生川新居浜野田線
（西条市古川甲61前交差点：信号現示調整）

R1

今年度事業により渋滞緩和が期待される箇所

ふ な や お し も り じ

に ゅ う が わ に い は ま の だ

ふ る か わ た ま つ ば し い い お か さ い じ ょ う し ふ る か わ こ う

き た が わ つ い た ち
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愛媛県

高知県

新居浜市

○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、新居浜市では、(都)上部東西線（H25.3.28、H30.10.11部分開通）や、(市)角野船木線

（H29.3.30全線開通）、国道11号萩生交差点改良（H29.9.25完了）、(市)種子川筋線（H29.9.29開通）、国道11号新居浜BP

（H30.12.26 ４車線化）が整備された。

○令和元年度は、国道11号新居浜IC入口交差点の交差点改良および信号現示の調整が予定されており、主要渋滞箇所の交通渋滞の

緩和が期待される。

○また、国道11号現道部（東西方向）や県道新居浜港線（南北方向）における交通集中が見られるため、新居浜バイパス等の整備

を推進することで、主要渋滞箇所からの除外を目指していく。

E11

E11

具体対策
整備
年度

国道11号（新居浜IC入口交差点：
交差点改良＋信号現示調整）

R1

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～新居浜市～

■具体的な対策位置図■令和元年度対策予定の道路整備

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

対象事業 主要渋滞箇所名

新居浜IC入口交差点改良
＋信号現示調整（サイクル調整）

90 新居浜IC入口交差点

今年度事業により渋滞緩和が期待される箇所

新居浜IC
入口交差点

じ ょ う ぶ と う ざ い す み の ふ な き

は ぎ ゅ う た ね が わ す じ

に い は ま こ う
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○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、宇和島市では国道56号の天赦園自歩道（H28.3.31開通）、御殿内橋東交差点（信号現示調整

H30.4.26完了）が整備された。これにより、１箇所の主要渋滞箇所が平成28年度に解除された。

○国道56号･県道314号交差点は、現地で渋滞状況の検証を行った結果、渋滞が観測されなかったため、昨年度、主要渋滞箇所から

の解除を行った。

愛媛県

高知県

宇和島市

E56

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～宇和島市～

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図 （国土基本情報）を利用

71.城南中学校前交差点

H28解除

76.国道56号･県道314号交差点

H30解除

て ん し ゃ え ん ご て ん う ち ばしひ がし
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○大洲市では、主要渋滞箇所特定時以降に整備完了した事業が無い状況であるが、国道56号北只交差点は、現地で渋滞状況の検証

を行った結果、渋滞が観測されなかったため、昨年度、主要渋滞箇所からの解除を行った。

○令和元年度は、国道56号レディ東大洲店前交差点の信号現示の調整が予定されており、主要渋滞箇所の渋滞緩和が期待される。

E56

愛媛県

高知県

大洲市

具体対策
整備
年度

国道56号（レディ東大洲店前交差点：信号現示調整） R1

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～大洲市～

■令和元年度対策予定の道路整備

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

115.北只交差点

H30解除

対象事業 主要渋滞箇所名

信号現示調整
（右折矢設置）

112 レディ東大洲店前交差点

今年度事業により渋滞緩和が期待される箇所

E56

きたただ

ひ が し お お ずてん まえ
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○四国中央市では、主要渋滞箇所特定時以降に整備完了した事業が無い状況である。

○また、沿岸部を通過する交通が残存する状況が見られるため、川之江三島バイパス等の整備を推進することで、主要渋滞箇所か

らの除外を目指していく。

E11

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～四国中央市～

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

E11

E32

愛媛県

高知県

四国中央市
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愛媛県

高知県

八幡浜市

○主要渋滞箇所の特定（H25.1）以降、八幡浜市では、国道378号（江戸岡交差点改良、H28.8）が整備された。

○また、市内を通過する交通が残存する状況が見られるため、大洲・八幡浜自動車道等の整備を推進することで、主要渋滞箇所か

らの除外を目指していく。

４．具体的な対策の実施状況および今後の実施予定 ～八幡浜市～

■具体的な対策位置図

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を利用

え ど お か

お お ず や わ た は ま
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５．道路利用者会議からの要望に対する対応状況
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○平成29年6月に、「道路利用者からみた渋滞解消要望箇所」に関するアンケート調査を実施し、愛媛県内では
トラック・バス・タクシー事業者から、全21箇所の渋滞解消要望があった。その内、主要渋滞箇所に選定され
ていない4箇所は、主要渋滞箇所の解除基準に該当しないため、今後も渋滞状況の検証を継続する。

○4交差点の内、野田口交差点（西予市）では、平成30年に新規事業化し、今後対策を実施予定。

５．道路利用者会議からの要望に対する対応状況 ～渋滞解消要望箇所（主要渋滞箇所以外）の進捗状況～

■渋滞解消要望箇所（主要渋滞箇所以外）

道路利用者要望箇所 交差点所在地

松山空港入口交差点 松山市

出合大橋北交差点 松山市

野田口交差点 西予市

東予総合支所前交差点 西条市

野田口交差点

この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである

■主要渋滞箇所の解除基準への該当状況（野田口交差点）

旅行速度
渋滞発生頻度

凡
例

：20km/h以下
：50%以上

：20km/h超
：50%未満

：データなし
：データなし

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）
のいずれかの時間帯において、旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ
渋滞発生頻度が50％（90分）以上生じていない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下
かつ渋滞発生頻度が50％ （360分）以上生じていない箇所。

＜主要渋滞箇所の解除基準＞

：渋滞判定方向【凡例】 主要渋滞箇所 新たな要望箇所

ト バ タトラック協会＜要望元＞ バス協会 タクシー協会

バ

解除基準に該当しない時間帯

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

28.7 29.2 28.7 30.2 31.1 32.1 30.4 29.6 32.3 31.7 27.9 29.2

35.3 33.9 27.7 28.1 29.1 31.9 31.3 31.4 31.8 30.0 32.0 29.0

時期 平休別 指標
時間帯

0% 0%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 2%

H29年

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 0% 0%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

23.2 19.7 21.2 18.7 19.9 22.5 22.0 20.9 22.9 23.9 20.5 24.4

27.8 26.9 25.9 23.0 22.1 21.0 26.5 25.6 26.0 26.8 21.6 27.9

時期 平休別 指標
時間帯

25% 17%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 4%

H29年

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 42% 58%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

7.7 10.7 10.9 6.5 7.6 8.2 8.1 7.9 7.9 9.2 4.8 7.3

6.4 7.5 6.1 8.6 10.5 10.3 5.8 7.0 26.4 11.2 23.0 25.3

時期 平休別 指標
時間帯

100% 100%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 88%

H29年

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 100% 100%

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

5.8 38.1 6.9 4.3 5.9 11.3 11.3 3.9 7.0 10.5 11.6 6.2

5.1 10.5 12.6 13.6 9.1 13.1 10.3 8.0 6.6 9.7 12.5

時期 平休別 指標
時間帯

92% 92%

休日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 69%

H29年

平日
旅行速度[km/h]

渋滞発生頻度[％] 33% 92%

56

56

344

資料：プローブデータ（ETC2.0）
H29年度：H29.4～H30.3

北側
流入部

南側
流入部

西側
流入部

東側
流入部

※）東側流入部の８時台は、サンプル数が少ない交差点車線構成

・H30新規事業化
・R1調査設計及び
R2用地買収着手

の だ ぐ ち

まつやまくうこういりぐち

であいおおはしきた

の だ ぐ ち

と う よ そ う ご う し し ょ ま え
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○一般国道５６号 愛媛５６号交通安全対策（野田口交差点改良事業） ※H30新規事業化 R1調査設計、R2用地買収着手

○松山側は両側拡幅による右折レーン Ｌ＝30ｍ設置

○宇和島側は下り線側拡幅による「右折だまり」の滞留長 Ｌ＝6ｍ設置

愛媛県西予市

（国道５６号）

従道路側東西方向で
渋滞が発生

位置図

至 松山市

至 宇和島市

①

②

③

③

④

一般国道５６号 愛媛５６号交通安全対策

（野田口交差点改良事業）

・松山側は両側拡幅による右折レーンＬ＝３０ｍ
・高知側は下り線側拡幅による「右折だまり」の滞留長Ｌ＝６ｍ

右折レーン

L=30m

JR予讃線

国道56号 至 松山市

至 宇和島市
①

②

右折だまり L=6m

５．道路利用者会議からの要望に対する対応状況 ～渋滞解消要望箇所（主要渋滞箇所以外）の進捗状況～

の だ ぐ ち
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６．観光期（GW）における経路誘導対策の実施状況および効果
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国道33号・
松山IC経由

国道11号経由

国道56号・
松山IC経由

至

高
松

至 大洲 この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである。

＜凡例＞
●：横断幕（H31/4/24～R1/5/6）
●：路上看板（H31/4/24～R1/5/6）
●：道路情報板（H31/4/24～R1/5/6）

一般国道

高速道路

県道・主な市道

凡 例

H28.12.10開通

松山外環状道路インター線

松山市中心部より
西側エリア

松山市中心部より
東側エリア

○観光期（ＧＷ､お盆）における国道33号の渋滞対策の取り組みとして、平成28年から国道11号への経路誘導を
促す対策（各種情報提供）を継続的に実施。

○平成29年ＧＷから、松山外環状道路インター線全線開通（H28.12）に伴い、国道56号経由での経路誘導も導入。
○令和元年のＧＷ期間も同様に、国道11号や国道56号への経路誘導対策を実施し、一定の時間短縮効果を確認。

H28年度から継続して実施
H29年度より新たに実施

路上看板

横断幕

配布チラシ

R1GWより
増設(2箇所)

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果
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至

高
松

至 大洲

国道11号では
スムーズに走行可能

一般国道

高速道路

県道・主な市道

凡 例

この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである。

写真① 国道33号南行

撮影日：R1.5.3
AM10時

至 松山IC

国道33号は
渋滞が発生

○道後温泉方面から高松方面に向かう場合、経路誘導を推奨した時間のうち、午前9時～12時は、国道33号から
松山ICを経由する経路よりも、国道11号を利用した経路の方が早く到達することが出来ている。

（最大は10時台の“７分差”）

○国道33号経由の場合、ピーク時(午前10時台)の所要時間は、非混雑時と比べて“11分ほどの遅れ”が発生した。

至 道後

写真② 国道11号東行

至 道後

至 川内IC

国道33号・
松山IC経由
約20.0km

国道11号経由
約17.5km

松山IC入口
交差点

経路誘導した時間帯は、
11号経由の方が早い（最大7分）

号
経
由
が
有
利

11

号
経
由
が
有
利

33

●国道33号経由と国道11号経由との所要時間と時間差

経路誘導 実施時間帯
（8時～12時）

11分ほどの遅れ

資料：ETC2.0プローブデータ

・調査日時：令和元年5月1日～5月3日 7:00～19:00（連休中の混雑期間を対象）

・国道33号ルート：道後温泉～国道33号～松山IC～（松山自動車道）～川内IC

・国道11号ルート：道後温泉～国道11号～川内IC

撮影日：R1.5.3
AM10時

道後温泉から川内ICまでの所要時間の比較GW期間の交通状況

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～国道33号から国道11号へ～
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一般国道

高速道路

県道・主な市道

凡 例

この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである。至 大洲

愛媛県庁から松山ICまでの所要時間の比較GW期間の交通状況

至

高
松

国道33号・
松山IC経由
約7.5km

国道56号・
松山IC経由
約9.5km

写真② 国道56号南行

至 県庁

至 松山IC

松山IC入口
交差点

余戸南
交差点

○県庁付近から松山IC方面に向かう場合、経路誘導を推奨した時間に関わらず、市道松山環状線から国道33号を
経由する経路よりも、国道56号を利用した経路の方が早く到達することが出来ている。

（最大は10時台の“12分差” ）

○国道56号経由は、余戸南交差点を先頭に多少の滞留は生じるが、日中を通してほぼ一定の時間で到達できた。

●国道56号経由と国道33号経由との所要時間と時間差

資料：ETC2.0プローブデータ

・調査日時：令和元年5月1日～5月3日 7:00～19:00（連休中の混雑期間を対象）

・国道56号ルート：愛媛県庁～国道56号～松山外環状道路～松山IC

・国道33号ルート：愛媛県庁～松山環状線～国道33号～松山IC

経路誘導 実施時間帯（8時～19時）

号
経
由
が
有
利

56

9時～1２時は、特に56号
経由の方が早い（最大12分）

12分ほどの遅れ

国道56号では、余戸南
交差点を先頭に多少の

滞留が発生

所
要
時
間
差
（
分
）

写真① 国道33号南行

撮影日：R1.5.3
AM9時半

至 松山IC

国道33号は
渋滞が発生

至 道後

撮影日：R1.5.3
AM9時半

市道 松山環状線

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～国道33号から国道56号へ～
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至

高
松

断面Ｄ
国道11号・志津川

一般国道

高速道路

県道・主な市道

凡 例

断面Ａ
国道56号・保免

保免交差点

資料：トラカンデータ（断面A：国道56号・保免、断面D：国道11号・志津川）

警察提供データ（断面B：国道33号・松山IC入口交差点北側断面、断面C：はなみずき通り）

調査日時：令和元年5月3日 7:00～19：00（連休中、最も変化の大きい日を対象）

国道33号と経路誘導路線の交通量変化（7〜19時）

○国道33号に遅れ時間が生じる“9時～12時”は、国道33号の割合が減少し、並行道路の割合が増加。

至 大洲 この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである。

国道56号・
松山IC経由

国道33号・
松山IC経由

国道11号経由

松山IC入口
交差点

断面Ｃ
国道33号松山IC入口
交差点北側断面

断面Ｂ
はなみずき通り

はなみずき
経由

増加

増加

減少

10時台は、国道33号の交通量が減少し、他路線が増加！

経路誘導 実施時間帯 （R33→R11：8時～12時、R33→R56：8時～19時）

●時間帯別交通量

●交通量分担率
7～9時

9～12時

12～19時

（断面A～Dの合計交通量
に対する各路線の割合）

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～松山ICに向かう各路線の交通量割合～
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○連休中、最も混雑の激しかった“5月3日の 9時～12時”は、国道33号の松山IC入口交差点から天山交差点まで
混雑が続いている。一方、同一時間帯の国道11号は、旅行速度も速く、スムーズに走行できるため、国道33号
から国道11号への更なる交通転換が求められる。

撮影日：R1.5.3 AM10時

写真② 国道33号南行

写真① 国道11号東行

撮影日：R1.5.3 AM10時

写真②

進行方向

天山交差点

椿神社入口交差点 松山IC入口交差点

小坂交差点

資料：ETC2.0プローブデータ

・調査日時：令和元年5月3日7:00～19:00

（連休中の混雑期間を対象）

国道11号ではスムーズに走行可能

至 松山IC

至 道後

至 道後

至 川内IC

国道33号から国道11号への更なる交通転換が求められる

国道11号の時間帯別旅行速度

国道33号の時間帯別旅行速度

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～観光期の混雑期間～

10km以下
10～20km/h以下
20～30km/h以下
30～40km/h以下
40～50km/h以下
50km/h以上

進行方向
至 天山交差点

至

川
内
Ｉ
Ｃ

至 小坂交差点

至 松山ＩＣ

- 41 -



６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～各経路の利用状況の変化～

至

高
松

至 大洲

この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである。

一般国道

高速道路

県道・主な市道

凡 例

県庁以東
（国道11号経由

川内ICへの
経路誘導）

(

主)

松
山
伊
予
線

は
な
み
ず
き
通
り

県庁以西

市
道
松
山
環
状
線

経
路
②

経
路
①

経
路
③経

路
④

（外環への経路誘導）

経路③（国道11号経由）

経路④（市道松山環状線経由）

■：国道56号
■：（主）松山伊予線

■：はなみずき通り

■：国道33号
■：国道11号
■：その他

資料：ETC2.0プローブデータ

・調査日時：（Ｈ30お盆）平成30年8月11日～8月15日 9:00～12:00

・調査日時：（R1GW）令和元年5月1日～5月3日 8:00～12:00（連休中の混雑期間を対象）

区間別経路割合
経路①（市道松山環状線経由）

経路②（国道56号経由）

外環へ転換

（n=38）

（n=64）

（n=46）

（n=49）

（n=62）

（n=97）

（n=37）

（n=35）

国道33号や11号の
利用者が増加

国道33号の利用者が増加

国道11号へ転換

外環利用者が増加

R1GWより
増設(2箇所)

○昨年のお盆の結果では､経路④から国道33号を利用する割合が多かったため、路側看板のデザイン変更や増設など
の案内誘導を強化した結果（経路④に、路側看板を２箇所増設）、国道11号の利用割合が増加し、“一定の効果
を確認”。

○国道56号経由の経路②は、松山外環状道路を利用して松山ICに向かう交通の割合が着実に増加している。
○一方、経路①や経路③は、市道松山環状線を経由して、渋滞が確認されている国道33号を利用する割合が増加した。
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○来訪者へのヒアリングを行い、経路誘導方策の効果を確認した結果、「路側看板の案内誘導は理解しにくい」
「帰路への出発前には、取組内容を認識していない」、「ナビに頼る運転を行っている方が大半」であった。

○一方「取組内容を事前に把握できれば、経路変更を行う」といった意見も“約４割”あった。経路変更を行う
直前での路側看板による情報提供は正確に伝わらない可能性があるため、帰路の混雑状況を事前に把握させる
ことが重要である。

①判りやすい, 

20.0%

②判りにくい, 

80.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

Ｑ１ 取組内容の判りやすさ

（主に路側看板等に対する意見）

判りにくい
理由

■初めて来訪される方にとっては、路側看板

による案内誘導では理解しにくいと言った

意見が多い。

Ｑ２ 取組内容の認知度

（帰路の出発前：駐車場にて）

②知らない, 

87.3%
①知っている, 

12.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

Ｑ３ 経路変更の可能性

（取組内容を把握した上で）

①国道11号に変更, 

38.2%

②国道33号のまま, 

52.7%
③その他, 

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①時間短縮が小さい

31.0%

②慣れない道はナビ利用

58.6%

③その他

10.3%

路側看板の改良は、
構造的に困難な意見

ナビに頼る
運転が多い

■帰路の出発前には、取組内容を認識

されない方が大半。これらの方は、

路側看板で誘導を図ることになる。

■取組みを把握されている方は、ここ

数年、複数回来訪されている方。

■情報を事前に取得できれば、経路変更

を行うといった意見が約４割あった。

■一方、初めて来訪するからこそ、ナビ

に頼った運転を行う傾向も強い。

経路変更
しない理由

現行

対策
①配布チラシ：1,600部（道後温泉、旅館、空港、GS、松山城など）、②ポスター：２箇所（石鎚山SA、入野PA）、③横断幕：６箇所（市道松山環状線）
④路上看板：11箇所（国道33号、国道11号、市道松山環状線）、⑤道路情報板：１箇所（国道11号）、⑥ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：4機関（松山河川国道事務所等）

（N=55） （N=55） （N=55）

（N=44）

（N=29）

経路誘導方策に対する来訪者へのヒアリング調査結果

資料：来訪者ヒアリング調査結果

・調査日時：（R1GW）令和元年5月6日 8:00～13:00（50票取得で終了）

・調査場所：道後温泉有料駐車場に駐車した愛媛県外の観光客を対象

・調査項目：誘導施策に対する認識度、情報取得方法など

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～現況分析～
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○来訪者に帰路の混雑状況を事前に把握させるためには、到着時や滞在時から情報を与えることが重要と考える。

○来訪者に対して、出来るだけ情報を認識する機会を与えるために、お盆に向けては、以下の改善案の導入を検
討する。なお、カーナビへの直接的な情報提供が最も効果的であるが、調整に時間を要するため、今後の検討
課題とする。

提供手段 場所 部数等 お盆に向けた改善案

配布チラシ 道後温泉、旅館、空港、

ＧＳ、松山城など

1,600部 ・旅館での配布チラシを手渡しされる場合、出発前に配布いただいていたが、松山ICから

道後温泉に向かう際の混雑も激しいことから、お帰りの際の案内として、到着時に配布

いただくことで、経路選択の意識を高める。

ポスター 松山自動車道

（石鎚山SA、入野PA）

2箇所 ・ポスターは、高速道路上のSAやPAに加え、道後温泉街や市営駐車場、トイレなど、複数の

集客場所に掲示する。

・現在掲載している“所要時間の短縮情報”に加え、“実際に混雑している状況写真”を

添えて、経路選択の優位性を認識させる。

横断幕 市道松山環状線など 6箇所 ・現行通りとする

路上看板 国道33号、国道11号、

市道松山環状線

11箇所 ・現行通りとする

道路情報板 国道11号 1箇所 ・現行通りとする

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 松山河川国道事務所
松山市
愛媛県【いよ観ネット】
松山市観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会

4機関 ・左記に加え、アクセス数が多いと想定される道後温泉のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載してもらう。

ex. ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞの新着情報・トピックス ＞ 「ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ期間中の駐車場利用」内に、

「お帰りの際の交通情報」として記載。（但し、お盆のトピックは設けられていない様子）

道後温泉駐車場内のトイレ

男子トイレへの掲示 閲覧数の多いHPでの情報提供

道後温泉HPでの情報提供

道後振鷲亭内へのポスターの掲示

道後振鷲亭(しんろうてい)は道後温泉事務所が管理する休憩施設

小便器前の目線の先に

休憩テーブルの先に

キャッチーな言葉やインパクトのあるポスターを提示

通常のポスターに加え、インパクトのあるポスターを用意

６．観光期(ＧＷ)における経路誘導対策の実施状況および効果 ～お盆に向けた改善案～

休憩施設の壁面に

観光途中に素通り
しそうな場所に配置

アクセス数が高く、かつ
駐車場検索など、関連性
のある場所への情報提供
が有効

観光途中に立ち止まり
そうな場所に配置

いしづちさん い り の
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７．観光期（秋期）における経路誘導対策の実施計画
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曜
日

国道56号経由
大洲道路経由（大洲南ＩＣルート）

平
日

土
日
祝
日

７．観光期（秋期）における経路誘導対策の実施計画 ～国道56号から大洲道路へ～

○大洲城周辺地区に観光施設が集中している。

○国道56号（現道）経由による観光施設への所要時間がかかるとの地元の声がある。

○国道56号（現道）経由は、大洲道路経由に比べて日常的に所要時間がかかる傾向にある。

（国道56号経由：約9～15分、大洲道路経由：約7～9分、所要時間差：最大約8分）

大洲城周辺地区

至

松
山

至

八
幡
浜

至 宇和島

国道56号経由
約5km

大洲道路経由
（大洲南ICルート）

約8km

凡例

国道56号経由

大洲道路経由（大洲南ICルート）

曜
日

国道56号経由
大洲道路経由（大洲南ＩＣルート）

平
日

土
日
祝
日

出典：ETC2.0プローブデータ （H29.4～H30.2）

「大洲IC」 ⇒ 「大洲城周辺」の
所要時間比較

「大洲城周辺」 ⇒ 「大洲IC」の
所要時間比較

最大
時間差
6分

最大
時間差
8分
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７．観光期（秋期）における経路誘導対策の実施計画 ～国道56号から大洲道路へ～

○松山方面から大洲城周辺地区への交通を対象に、国道56号経由から大洲道路経由への経路変更を誘導。

○経路誘導にあたり、ドライバーへの周知方法として、立看板、ポスター・チラシ、SNSを用いた広報を実施。

○2019年10月上旬～12月1日(日)に、対策を実施予定。

広報ツール 対象 内容

立看板 自動車利用者 立看板を用いて、大洲城周辺へ向かう自動車を大洲道路へ誘導

自動車利用者
・観光施設や道の駅・SA等にポスターを設置し、自動車利用者に所要時
　間情報や経路案内を発信

大洲市内への
観光客

・各観光施設や宿泊施設等にチラシを設置し、経路案内に関する情報を
　発信（主に帰路の経路誘導を案内）

不特定多数 事務所HPで経路別の所要時間情報や経路案内を発信

大洲市内への
観光客

事務所HPのみでは広報効果が低いと想定されるため、大洲市HPや観
光関連HPにアクセスする観光客を事務所HPに誘導

SNS 不特定多数 SNSで、経路案内に関する情報を発信

ＨＰ

ポスター
・

チラシ

■ 経路誘導（案）

松山方面～大洲城周辺の交通を大洲道路経由へ誘導

■ 今後のスケジュール（予定）

渋
滞
対
策
協
議
会

（
実
施
計
画
の
審
議
）

対
策
実
施

渋
滞
対
策
検
討
部
会

（
報
告
・
継
続
の
検
討
）

効
果
検
証
（※

）

R1.7 R1.10～11 R1.11～R2.12

■ 広報計画（案）

チラシ 立看板

大洲城周辺地区

凡例

国道56号経由

大洲道路経由（大洲南ICルート）

本
格
運
用

R3～

検
証
・
検
討
：
2
年

①分岐予告 ②分岐直前 ③分岐直後 ④IC誘導

※効果検証項目として、国道56号・大洲道路の交通量変化、国道56号の旅行速度・所要時間改善効果及び観光客の満足度（アンケート）を想定
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